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  令和 4年 5月 24日（火）は、Webによる読図講習会を行った。参加者は 18名。講

義内容は、国立登山研修所主催のサテライトセミナー（東京）で講演した内容をブラッ

シュアップしたもので、主に道迷いの事例を説明した。道迷いとは、難しい要因のもの

は一つもなく、一番難しいことは、「当たり前のことを、当たり前のようにやること。行動

すること。」に尽きること。この点を伝えたかった。 

 一方、令和 4年 5月 28日（土）に行なった、１１年目になる大高緑地公園の読図講

習会は、コンパス操作に特化した講習会を毎年行っている。これは、コンパスを使わ

ないと操作の方法を忘れてしまうので、主に初心者の方を対象としている。 

 さて、今年の講習内容は、過去一番シンプルで簡単な位置にポストを設置し、コン

パスを使用して進行方向を定める講習とした。ところが、今年が一番参加者の皆さん

が、満足した内容となった。 

 少し詳しく内容を説明したい。参加者は 8名で、一人の講師が説明するには、ちょう

ど良い人数であった。最初は、コンパス１・２・３の基本説明。三角形、四角形を使った

基本的なコンパスワーク。この基本操作でコンパスのノースマークを地図の北に合わ

せるところ、南に合わせてしまう事例もあった。コンパス操作あるあるなので、その都

度説明で補う。 

次に、地図上の〇をつけたところに、オリエンテーリングのポストを設置し、ポスト探し

を行った。比較的皆さん精度よく直進することができたが、少しの藪がでてくると、そ

の藪を避けるためにポスト探しに迷う場面もあった。その際は、出発と目的地のポスト

を逆にして、もう一度同コースを折り返して講習を行った。同じコースを行ったり来たり

したのだが、参加者の方は、新鮮に感じており満足されている様子だった。 

最後の感想では、参加者の方から、実際の山での読図講習会の要望があり、本日の

充実ぶりが伺え、うれしく思った。 


